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＊当ファンドの仕組みは次のとおりです｡  
商 品 分 類 追加型投信／内外／債券 
信 託 期 間 2017年12月28日から2032年12月17日まで 

運 用 方 針 

・「パインブリッジ日本企業外貨建て社債
マザーファンド（以下、「マザーファンド」
といいます。）」への投資を通じて日系企業
（海外子会社等を含む）が発行する社債
（劣後債等を含む）を主要投資対象とし、
相対的に高水準かつ安定的な利子・配当等
収益（インカム収入）の獲得を図りつつ、
中長期的に信託財産の着実な成長を目指し
ます。 

＜為替ヘッジあり＞ 
・実質組入れの外資建て資産については、
為替変動リスクを低減するため、原則と
して為替ヘッジを行います。 

＜為替ヘッジなし＞ 
・実質組入れの外資建て資産については、
原則として為替ヘッジを行いません。 

主
要
運
用
対
象
 

パインブリッジ 
日本企業外貨建て 
社 債 フ ァ ン ド 
（為替ヘッジあり） 

マザーファンドを主要投資対象とします。 
パイ ン ブリッジ 
日本企業外貨建て 
社 債 フ ァ ン ド 
（為替ヘッジなし） 
パ イ ン ブリッジ 
日本企業外貨建て 
社債マザーファンド 

日系企業（海外子会社等を含む）が発行する
社債（劣後債等を含む）を主要投資対象と
します。 

組
 
入
 
制
 
限
 

パインブリッジ 
日本企業外貨建て 
社 債 フ ァ ン ド 
（為替ヘッジあり） 

・株式への実質投資は、転換社債の転換請求、
ならびに転換社債型新株予約権付社債の
新株予約権の行使により取得するものに
限り、実質投資割合は信託財産の純資産
総額の10％以下とします。 

・外貨建て資産への実質投資割合には、制
限を設けません。 

パイ ン ブリッジ 
日本企業外貨建て 
社 債 フ ァ ン ド 
（為替ヘッジなし） 

パ イ ン ブリッジ 
日本企業外貨建て 
社債マザーファンド 

・株式への投資は、転換社債の転換請求、
ならびに転換社債型新株予約権付社債の
新株予約権の行使により取得するものに
限り、投資割合は信託財産の純資産総額
の10％以下とします。 

・外貨建て資産への投資割合には、制限を
設けません。 

分 配 方 針 

毎年3、9月の各15日（休業日の場合は
翌営業日）に決算を行い、収益分配方針に
基づいて分配を行います。ただし、分配対
象額が少額の場合には、分配を行わないこ
とがあります。 

 

 

運用報告書(全体版)  
第17期 
 

(決算日：2026年3月16日) 
 

パインブリッジ日本企業 
外貨建て社債ファンド 

（為替ヘッジあり）／（為替ヘッジなし） 
＜愛称：ぼんさい＞ 

 
 受益者のみなさまへ  
  

 
 平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼
申し上げます。 
 「パインブリッジ日本企業外貨建て社債
ファンド（為替ヘッジあり）／（為替ヘッジ
なし）」は、2026年3月16日に第17期
の決算を行いましたので、第17期の運用
状況をご報告申し上げます｡ 
 今後とも一層のお引き立てを賜ります
ようお願い申し上げます。 

 
 

パインブリッジ・インベストメンツ株式会社
〒100-6813 東京都千代田区大手町一丁目３番１号 ＪＡビル 
 
お問い合わせ先・・・投資信託担当 
 電話番号／03-5208-5858 
 （受付時間／9：00～17：00（土､日､祝休日を除く）） 
 ホームページ／https://www.pinebridge.co.jp/ 



 

 

 

品    名：2603-003_全体_00_490238-9_ぼんさい_h1・目次.doc 

オペレーター：千修デジタルワーキングルーム pd2-user 

プリント日時：2026/04/27 9:10:00 

 

 

 

目 次   

 

◆パインブリッジ日本企業外貨建て社債ファンド（為替ヘッジあり）／（為替ヘッジなし）＜愛称：ぼんさい＞ 運用報告書 
 

 投資環境 ................................................................................  1 
 運用経過 ................................................................................  2 
 今後の市況見通しと運用方針 ................................................  6 
  
パインブリッジ日本企業外貨建て社債ファンド（為替ヘッジあり）  
◆最近5期の運用実績  ..............................................................  7 
◆当期中の基準価額と市況等の推移 .........................................  7 
◆1万口（元本10,000円）当たりの費用明細 .........................  8 
◆＜参考情報＞総経費率 ...........................................................  8 
◆売買および取引の状況 ...........................................................  9 
◆利害関係人との取引状況等 ...................................................  9 
◆組入資産の明細......................................................................  9 
◆投資信託財産の構成 ..............................................................  9 
◆資産、負債、元本および基準価額の状況 ..............................  10 
◆損益の状況 .............................................................................  10 
◆分配金のお知らせ ..................................................................  11 
  
パインブリッジ日本企業外貨建て社債ファンド（為替ヘッジなし）  
◆最近5期の運用実績................................................................  12 
◆当期中の基準価額と市況等の推移 .........................................  12 
◆1万口（元本10,000円）当たりの費用明細 .........................  13 
◆＜参考情報＞総経費率 ...........................................................  13 
◆売買および取引の状況 ...........................................................  14 
◆利害関係人との取引状況等 ...................................................  14 
◆組入資産の明細......................................................................  14 
◆投資信託財産の構成 ..............................................................  14 
◆資産、負債、元本および基準価額の状況 ..............................  15 
◆損益の状況 .............................................................................  15 
◆分配金のお知らせ ..................................................................  16 
  
パインブリッジ日本企業外貨建て社債マザーファンド運用報告書 .....  17 

  



 

 

 

品    名：2603-003_全体_01_490238-490239_ぼんさい_ベビー.doc 

オペレーター：千修デジタルワーキングルーム pd2-user 

プリント日時：2026/04/27 9:11:00 

 

パインブリッジ日本企業外貨建て社債ファンド（為替ヘッジあり）／（為替ヘッジなし）  愛称：ぼんさい 
 

－ 1 － 

 
投資環境 (2025年9月17日～2026年3月16日)  
 
＜債券市場＞ 
米国長期金利は期首よりレンジ推移が続いていましたが、期央以降は複数の大型起債、堅調な
経済指標、100日移動平均線ブレイク、グリーンランド領有を発端とした欧州勢による売却観測、
ハセット議長就任観測後退等を背景に上昇基調となりました。期末にかけては方向感の出にくい
展開となり、前期末比ではやや上昇となりました。 
日本企業発行の米国ドル建て社債・劣後債の信用スプレッド（国債への上乗せ金利）は前期末比
ではワイド化傾向で推移しました。 
＜為替市場＞ 
為替市場については、円安米国ドル高となりました。期首から1月中旬までは、高市政権誕生に
伴う財政拡張的な政策への警戒感、日銀の追加利上げとFRB（米連邦準備制度理事会）の追加
利下げなどを受けて円安米国ドル高が進行しました。その後は、1月下旬の米金融当局による
レートチェック実施などもあり円高米国ドル安に振れる場面もありましたが、2月下旬以降は、
審議委員の後任人事を巡る日銀の追加利上げ観測の後退、イラン情勢の緊迫化に伴う有事の
米国ドル買いや原油価格上昇に伴う日本の貿易赤字拡大観測を受けた円売りの流れから、再び
円安米国ドル高が進行しました。 
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－ 2 － 

 
運用経過 (2025年9月17日～2026年3月16日)  
 
 パインブリッジ日本企業外貨建て社債ファンド（為替ヘッジあり）  
 
基準価額等の推移  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 1 7 期首 ： 9,344円 
第 1 7 期末 ： 9,198円 
 (作成対象期間中の既払分配金：20円) 
騰 落 率 ： △1.3％ (分配金再投資ベース) 

 
(注1) 分配金再投資基準価額は、収益分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的な

パフォーマンスを示すものです。期首の基準価額をもとに指数化しています。 
(注2) 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も

異なります。従って、各お客様の損益の状況を示すものではありません。 
 
基準価額の主な変動要因  
 
当ファンドの投資対象である「パインブリッジ日本企業外貨建て社債マザーファンド」保有の
日本企業発行の米国ドル建て社債・劣後債の価格が軟調に推移したことで、基準価額は前期末比
では低下しました。 
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パインブリッジ日本企業外貨建て社債ファンド（為替ヘッジあり）／（為替ヘッジなし）  愛称：ぼんさい 
 

－ 3 － 

 
分配金の状況  
 
当期の収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、運用状況等を勘案して第17期
20円（元本1万口当たり課税前）とさせていただきました。なお、分配に充てなかった収益に
つきましては、信託財産中に留保し、元本部分と同一の運用を行うことといたします。 
 
分配原資の内訳 (単位：円・％、1万口当たり、税引前) 
 

項  目 第17期 
2025年9月17日～2026年3月16日 

当期分配金 20 
 (対基準価額比率) 0.217 
 当期の収益 20 
 当期の収益以外 － 
翌期繰越分配対象額 2,182 
(注1) ｢ 当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」と「経費控除後・繰越欠損補填後の売買益(含、評価益)」から、それぞれ当期の分配に

充当した額の合計を表示しています。なお、「当期の収益」「当期の収益以外」は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分
配金と一致しない場合があります。 

(注2) 当 期分配金の対基準価額比率は当期分配金(税込み)の期末基準価額(分配金込み)に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 
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－ 4 － 

 
 パインブリッジ日本企業外貨建て社債ファンド（為替ヘッジなし）  
 
基準価額等の推移  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 1 7 期首 ： 14,507円 
第 1 7 期末 ： 15,471円 
 (作成対象期間中の既払分配金：250円) 
騰 落 率 ： 8.4％ (分配金再投資ベース) 

 
(注1) 分配金再投資基準価額は、収益分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的な

パフォーマンスを示すものです。期首の基準価額をもとに指数化しています。 
(注2) 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も

異なります。従って、各お客様の損益の状況を示すものではありません。 
 
基準価額の主な変動要因  
 
当ファンドの投資対象である「パインブリッジ日本企業外貨建て社債マザーファンド」保有の
日本企業発行の米国ドル建て社債・劣後債の価格が軟調に推移したものの、米国ドル円が上昇した
ことで、基準価額は前期末比では上昇しました。 
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パインブリッジ日本企業外貨建て社債ファンド（為替ヘッジあり）／（為替ヘッジなし）  愛称：ぼんさい 
 

－ 5 － 

 
分配金の状況  
 
当期の収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、運用状況等を勘案して第17期
250円（元本1万口当たり課税前）とさせていただきました。なお、分配に充てなかった収益に
つきましては、信託財産中に留保し、元本部分と同一の運用を行うことといたします。 
 
分配原資の内訳 (単位：円・％、1万口当たり、税引前) 
 

項  目 第17期 
2025年9月17日～2026年3月16日 

当期分配金 250 
 (対基準価額比率) 1.590 
 当期の収益 250 
 当期の収益以外 － 
翌期繰越分配対象額 5,491 
(注1) ｢ 当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」と「経費控除後・繰越欠損補填後の売買益(含、評価益)」から、それぞれ当期の分配に

充当した額の合計を表示しています。なお、「当期の収益」「当期の収益以外」は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分
配金と一致しない場合があります。 

(注2) 当 期分配金の対基準価額比率は当期分配金(税込み)の期末基準価額(分配金込み)に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 
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－ 6 － 

 
運用経過  
 
＜為替ヘッジあり＞ 
期中を通じて「パインブリッジ日本企業外貨建て社債マザーファンド」への投資を高位に維持
しました。また、為替については、当ファンドの基本方針通りに、対円でのヘッジを行いました。 
＜為替ヘッジなし＞ 
期中を通じて「パインブリッジ日本企業外貨建て社債マザーファンド」への投資を高位に維持
しました。 
＜パインブリッジ日本企業外貨建て社債マザーファンド＞ 
当ファンドの運用方針に従い、組入銘柄については、日系企業（海外子会社等を含みます。）が
発行する社債（劣後債等を含みます。）を主要投資対象とし、相対的に高水準かつ安定的な
利子・配当等収益（インカム収入）の獲得を図りつつ、中長期的に信託財産の着実な成長を目指し
ました。 
  
今後の市況見通しと運用方針   
 
今後の市況見通し  
 
米国金利は、主要国における緩やかな景気減速、グローバルな金融政策、トランプ政権の政策、
地政学リスクの台頭等を背景に当面レンジ内での推移が継続すると考えています。 
米国ドル円については、両国金融政策に対する見通し等を背景に、レンジ内での推移が続くと
見られます。 
 
運用方針  
 
＜為替ヘッジあり＞ 
当ファンドの基本方針に従い、「パインブリッジ日本企業外貨建て社債マザーファンド」を高位
に組入れ、安定した収益の確保を目指します。実質組入れの外貨建て資産については、為替変動
リスクを低減するため、原則として為替のヘッジを行います。 
＜為替ヘッジなし＞ 
当ファンドの基本方針に従い、「パインブリッジ日本企業外貨建て社債マザーファンド」を高位
に組入れ、安定した収益の確保を目指します。 
＜マザーファンド＞ 
投資環境の変化には引き続き注意を払う必要があると見ていますが、現在のポートフォリオ特性を
今後も原則維持する方針です。 
日系企業（海外子会社等を含みます。）が発行する社債（劣後債等を含みます。）を主要投資対象
とし、ESGの観点も考慮した銘柄選択を行いながら、相対的に高水準かつ安定的な利子・配当等
収益（インカム収入）の獲得を図りつつ、中長期的に信託財産の着実な成長を目指します。 
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パインブリッジ日本企業外貨建て社債ファンド（為替ヘッジあり）／（為替ヘッジなし）  愛称：ぼんさい 
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 パインブリッジ日本企業外貨建て社債ファンド（為替ヘッジあり）  
 
◆最近5期の運用実績 
 

決  算  期 
基 準 価 額 

債  券 
組入比率 

純資産 
総 額 (分配落) 

 
税 込 
分配金 

期 中 
騰落率 

 円 円 ％ ％ 百万円 
第13期(2024年3月15日) 9,242 20 0.2 94.0 537 
第14期(2024年9月17日) 9,394 20 1.9 92.1 525 
第15期(2025年3月17日) 9,166 20 △2.2 96.6 408 
第16期(2025年9月16日) 9,344 20 2.2 96.5 420 
第17期(2026年3月16日) 9,198 20 △1.3 97.1 360 

(注1) 基準価額の騰落率は分配金込み。 
(注2) 当ファンドは、親投資信託を組入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 
(注3) 当ファンドは、適切に比較できる指数がないため、ベンチマーク等はありません。 

 
◆当期中の基準価額と市況等の推移 
 

年  月  日 
基 準 価 額 債  券 

組入比率  騰落率 
(期 首) 円 ％ ％ 

2025年9月16日 9,344 － 96.5 
9月末 9,317 △0.3 98.2 
10月末 9,345 0.0 100.9 
11月末 9,351 0.1 98.4 
12月末 9,333 △0.1 97.5 

2026年1月末 9,303 △0.4 93.1 
2月末 9,364 0.2 98.0 
(期 末)    

2026年3月16日 9,218 △1.3 97.1 
(注1) 騰落率は期首比です。 
(注2) 当ファンドは、親投資信託を組入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 
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(注1) 費用は、1万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。 

(注2) 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託
手数料および有価証券取引税を含みません。 

(注3) 各比率は、年率換算した値です。 
(注4) 上記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。 

◆1万口(元本10,000円)当たりの費用明細 (2025年9月17日～2026年3月16日) 
 

項  目 
第17期 

(2025.9.17～2026.3.16) 項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

信託報酬 42円 0.453％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 
   期中の平均基準価額は9,335円です。 
 (投信会社) （21） （0.229） 委託した資金の運用、交付運用報告書等の作成等の対価 
 (販売会社) （19） （0.207） 交付運用報告書等各種資料の提供・送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報提供等の対価 
 (受託会社) （2） （0.016） 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行等の対価 
その他費用 1  0.014  その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数 
 (保管費用) （1） （0.007） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の送金・資産の移転に要する費用 
 (監査費用) （1） （0.005） 監査費用は、監査法人に支払われる当ファンドの監査費用 
 (その他) （0） （0.002）  
合  計 43円 0.467％  

(注1) 期中の費用(消費税のかかるものは消費税を含む)は追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
また、各項目ごとに円未満は四捨五入しています。なお、その他費用は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金
額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

(注2) 比率は1万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
 
 

＜参考情報＞総経費率 
 
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および
有価証券取引税を除きます。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（1口当たり）を
乗じた数で除した総経費率（年率）は0.94％です。 
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◆売買および取引の状況 (2025年9月17日～2026年3月16日) 
 
【親投資信託受益証券の設定、解約状況】 
 

 設   定 解   約 
口  数 金  額 口  数 金  額 

 千口 千円 千口 千円 
パインブリッジ日本企業外貨建て社債マザーファンド 5,477 10,000 54,388 99,800 
(注) 単位未満は切捨て。 

 
◆利害関係人との取引状況等 (2025年9月17日～2026年3月16日) 
 
【パインブリッジ日本企業外貨建て社債ファンド（為替ヘッジあり）】 
当期における利害関係人との取引等はありません。 
※利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 
 
【パインブリッジ日本企業外貨建て社債マザーファンド】 
当期における利害関係人との取引等はありません。 
※利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 
◆組入資産の明細 (2026年3月16日現在) 
 
【親投資信託残高】 
 

種    類 期首(前期末) 当 期 末 
口  数 口  数 評 価 額 

 千口 千口 千円 
パインブリッジ日本企業外貨建て社債マザーファンド 243,396 194,485 363,103 
(注) 単位未満は切捨て。 

 
◆投資信託財産の構成 (2026年3月16日現在) 
 

項    目 当  期  末 
評 価 額 比 率 

 千円 ％ 
パインブリッジ日本企業外貨建て社債マザーファンド 363,103 98.2 
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 6,748 1.8 
投 資 信 託 財 産 総 額 369,851 100.0 

(注1) 評価額の単位未満は切捨て。 
(注2) パインブリッジ日本企業外貨建て社債マザーファンドにおいて、当期末における外貨建て純資産(1,435,875千円)の投資信託財産総

額(1,561,161千円)に対する比率は92.0％です。 
(注3) 外貨建て資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、当期末における邦貨換算

レートは、1米国ドル=159.43円、1ユーロ=182.60円です。 
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◆資産、負債、元本および基準価額の状況 
 

(2026年3月16日現在) 
 

項     目 当  期  末 

   円 

(A) 資 産  723,359,891  

 コ ー ル ・ ロ ー ン 等  6,748,029  

 パ イ ン ブ リ ッ ジ 日 本 企 業 
外貨建て社債マザーファンド(評価額)  363,103,810  

 未 収 入 金  353,507,923  

 未 収 利 息  129  

(B) 負 債  363,155,782  

 未 払 金  360,519,125  

 未 払 収 益 分 配 金  783,189  

 未 払 信 託 報 酬  1,831,470  

 そ の 他 未 払 費 用  21,998  

(C) 純 資 産 総 額 ( A - B )  360,204,109  

 元 本  391,594,530  

 次 期 繰 越 損 益 金 △ 31,390,421  

(D) 受 益 権 総 口 数  391,594,530口 

 1万口当たり基準価額(C/D)  9,198円 
<注記事項（当運用報告書作成時点では監査未了です。）> 
 期首元本額 450,381,504円 
 期中追加設定元本額 20,567,904円 
 期中一部解約元本額 79,354,878円 
 1口当たり純資産額 0.9198円 
 元本の欠損金額 31,390,421円 

◆損益の状況 
 

(2025年9月17日～2026年3月16日) 
 

項     目 当     期 
    円 
(A) 配 当 等 収 益   22,328  
 受 取 利 息   22,328  
(B) 有 価 証 券 売 買 損 益  △ 3,163,563  
 売 買 益   36,952,934  
 売 買 損  △ 40,116,497  
(C) 信 託 報 酬 等  △ 1,859,408  
(D) 当期損益金 ( A + B + C )  △ 5,000,643  
(E) 前 期 繰 越 損 益 金  △ 31,768,592  
(F) 追 加 信 託 差 損 益 金   6,162,003  
 ( 配 当 等 相 当 額 ) ( 26,628,233) 
 ( 売 買 損 益 相 当 額 ) (△ 20,466,230) 
(G) 計 ( D + E + F )  △ 30,607,232  
(H) 収 益 分 配 金  △ 783,189  
 次期繰越損益金(G+H )  △ 31,390,421  
 追 加 信 託 差 損 益 金   6,162,003  
 ( 配 当 等 相 当 額 ) ( 26,693,893) 
 ( 売 買 損 益 相 当 額 ) (△ 20,531,890) 
 分 配 準 備 積 立 金   58,776,256  
 繰 越 損 益 金  △ 96,328,680  
(注1) (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みま

す。 
(注2) (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含め

て表示しています。 
(注3) (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追

加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
 
(分配金の計算過程) 
 第17期 
a.配当等収益(費用控除後) 5,894,614円 
b.有価証券売買損益(費用控除後) 0円 
c.信託約款に規定する収益調整金 26,693,893円 
d.信託約款に規定する分配準備積立金 53,664,831円 
e.分配対象収益(a+b+c+d) 86,253,338円 
f.分配金 783,189円 
g.分配金(1万口当たり) 20円 
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◆分配金のお知らせ 
 

1万口当たり分配金 
第17期 
20円 

 
◇分配金をお支払いする場合 
分配金は、原則として決算日から起算して、5営業日までにお支払いいたします。 
◇分配金を再投資する場合 
分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、税金を差し引いた後、みなさまの口座に繰り入れて再投資
いたしました。 
◇分配金に対する税金は次のとおりです。 
普通分配金について、所得税15％に2.1％の率を乗じた復興特別所得税が付加され、個人の受益者に対して
20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％、地方税5％）、法人の受益者に対して15.315％（所得税
15％、復興特別所得税0.315％）の率による源泉徴収が行われます。 
なお、元本払戻金（特別分配金）には課税されません。 
個人の受益者の場合は、原則として確定申告は必要ありません。 
※元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、個別元本から元本払戻金（特別分配金）を控除した額が
その後の新たな個別元本となります。 
※税法が改正された場合等においては、上記内容が変更になることがあります。 
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 パインブリッジ日本企業外貨建て社債ファンド（為替ヘッジなし）  
 
◆最近5期の運用実績 
 

決  算  期 
基 準 価 額 

債  券 
組入比率 

純資産 
総 額 (分配落) 

 
税 込 
分配金 

期 中 
騰落率 

 円 円 ％ ％ 百万円 
第13期(2024年3月15日) 14,145 300 4.0 94.8 835 
第14期(2024年9月17日) 13,823 300 △0.2 94.9 1,022 
第15期(2025年3月17日) 14,265 300 5.4 97.4 1,052 
第16期(2025年9月16日) 14,507 250 3.4 97.0 1,084 
第17期(2026年3月16日) 15,471 250 8.4 96.5 1,076 

(注1) 基準価額の騰落率は分配金込み。 
(注2) 当ファンドは、親投資信託を組入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 
(注3) 当ファンドは、適切に比較できる指数がないため、ベンチマーク等はありません。 

 
◆当期中の基準価額と市況等の推移 
 

年  月  日 
基 準 価 額 債  券 

組入比率  騰落率 
(期 首) 円 ％ ％ 

2025年9月16日 14,507 － 97.0 
9月末 14,617 0.8 97.5 
10月末 15,213 4.9 98.1 
11月末 15,514 6.9 97.4 
12月末 15,518 7.0 96.9 

2026年1月末 15,238 5.0 95.5 
2月末 15,587 7.4 97.0 
(期 末)    

2026年3月16日 15,721 8.4 96.5 
(注1) 騰落率は期首比です。 
(注2) 当ファンドは、親投資信託を組入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 
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(注1) 費用は、1万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。 

(注2) 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託
手数料および有価証券取引税を含みません。 

(注3) 各比率は、年率換算した値です。 
(注4) 上記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。 

◆1万口(元本10,000円)当たりの費用明細 (2025年9月17日～2026年3月16日) 
 

項  目 
第17期 

(2025.9.17～2026.3.16) 項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

信託報酬 69円 0.453％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 
   期中の平均基準価額は15,281円です。 
 (投信会社) （35） （0.229） 委託した資金の運用、交付運用報告書等の作成等の対価 
 (販売会社) （32） （0.207） 交付運用報告書等各種資料の提供・送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報提供等の対価 
 (受託会社) （3） （0.016） 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行等の対価 
その他費用 2  0.013  その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数 
 (保管費用) （1） （0.007） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の送金・資産の移転に要する費用 
 (監査費用) （1） （0.005） 監査費用は、監査法人に支払われる当ファンドの監査費用 
合  計 71円 0.466％  

(注1) 期中の費用(消費税のかかるものは消費税を含む)は追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
また、各項目ごとに円未満は四捨五入しています。なお、その他費用は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金
額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

(注2) 比率は1万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
 
 

＜参考情報＞総経費率 
 
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および
有価証券取引税を除きます。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（1口当たり）を
乗じた数で除した総経費率（年率）は0.94％です。 
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◆売買および取引の状況 (2025年9月17日～2026年3月16日) 
 
【親投資信託受益証券の設定、解約状況】 
 

 設   定 解   約 
口  数 金  額 口  数 金  額 

 千口 千円 千口 千円 
パインブリッジ日本企業外貨建て社債マザーファンド 13,420 24,800 65,615 118,000 
(注) 単位未満は切捨て。 

 
◆利害関係人との取引状況等 (2025年9月17日～2026年3月16日) 
 
【パインブリッジ日本企業外貨建て社債ファンド（為替ヘッジなし）】 
当期における利害関係人との取引等はありません。 
※利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 
 
【パインブリッジ日本企業外貨建て社債マザーファンド】 
当期における利害関係人との取引等はありません。 
※利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 
◆組入資産の明細 (2026年3月16日現在) 
 
【親投資信託残高】 
 

種    類 期首(前期末) 当 期 末 
口  数 口  数 評 価 額 

 千口 千口 千円 
パインブリッジ日本企業外貨建て社債マザーファンド 630,160 577,965 1,079,061 
(注) 単位未満は切捨て。 

 
◆投資信託財産の構成 (2026年3月16日現在) 
 

項    目 当  期  末 
評 価 額 比 率 

 千円 ％ 
パインブリッジ日本企業外貨建て社債マザーファンド 1,079,061 97.8 
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 23,965 2.2 
投 資 信 託 財 産 総 額 1,103,026 100.0 

(注1) 評価額の単位未満は切捨て。 
(注2) パインブリッジ日本企業外貨建て社債マザーファンドにおいて、当期末における外貨建て純資産(1,435,875千円)の投資信託財産総

額(1,561,161千円)に対する比率は92.0％です。 
(注3) 外貨建て資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、当期末における邦貨換算

レートは、1米国ドル=159.43円、1ユーロ=182.60円です。 
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◆資産、負債、元本および基準価額の状況 
 

(2026年3月16日現在) 
 

項     目 当  期  末 

   円 

(A) 資 産  1,103,026,417  

 コ ー ル ・ ロ ー ン 等  23,964,196  

 パ イ ン ブ リ ッ ジ 日 本 企 業 
外貨建て社債マザーファンド(評価額)  1,079,061,762  

 未 収 利 息  459  

(B) 負 債  26,186,159  

 未 払 収 益 分 配 金  17,401,061  

 未 払 解 約 金  3,796,181  

 未 払 信 託 報 酬  4,929,589  

 そ の 他 未 払 費 用  59,328  

(C) 純 資 産 総 額 ( A - B )  1,076,840,258  

 元 本  696,042,475  

 次 期 繰 越 損 益 金  380,797,783  

(D) 受 益 権 総 口 数  696,042,475口 

 1万口当たり基準価額(C/D)  15,471円 

<注記事項（当運用報告書作成時点では監査未了です。）> 
 期首元本額 747,523,431円 
 期中追加設定元本額 27,947,819円 
 期中一部解約元本額 79,428,775円 
 1口当たり純資産額 1.5471円 

◆損益の状況 
 

(2025年9月17日～2026年3月16日) 
 

項     目 当     期 

    円 

(A) 配 当 等 収 益   14,623  

 受 取 利 息   14,623  

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益   86,908,911  

 売 買 益   91,535,174  

 売 買 損  △ 4,626,263  

(C) 信 託 報 酬 等  △ 4,988,917  

(D) 当期損益金 ( A + B + C )   81,934,617  

(E) 前 期 繰 越 損 益 金   174,142,018  

(F) 追 加 信 託 差 損 益 金   142,122,209  

 ( 配 当 等 相 当 額 ) ( 143,400,956) 

 ( 売 買 損 益 相 当 額 ) (△ 1,278,747) 

(G) 計 ( D + E + F )   398,198,844  

(H) 収 益 分 配 金  △ 17,401,061  

 次期繰越損益金(G+H )   380,797,783  

 追 加 信 託 差 損 益 金   142,122,209  

 ( 配 当 等 相 当 額 ) ( 143,526,273) 

 ( 売 買 損 益 相 当 額 ) (△ 1,404,064) 

 分 配 準 備 積 立 金   238,675,574  
(注1) (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みま

す。 
(注2) (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含め

て表示しています。 
(注3) (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追

加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
 
(分配金の計算過程) 
 第17期 
a.配当等収益(費用控除後) 21,174,189円 
b.有価証券売買損益(費用控除後) 60,760,428円 
c.信託約款に規定する収益調整金 143,526,273円 
d.信託約款に規定する分配準備積立金 174,142,018円 
e.分配対象収益(a+b+c+d) 399,602,908円 
f.分配金 17,401,061円 
g.分配金(1万口当たり) 250円 
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◆分配金のお知らせ 
 

1万口当たり分配金 
第17期 
250円 

 
◇分配金をお支払いする場合 
分配金は、原則として決算日から起算して、5営業日までにお支払いいたします。 
◇分配金を再投資する場合 
分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、税金を差し引いた後、みなさまの口座に繰り入れて再投資
いたしました。 
◇分配金に対する税金は次のとおりです。 
普通分配金について、所得税15％に2.1％の率を乗じた復興特別所得税が付加され、個人の受益者に対して
20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％、地方税5％）、法人の受益者に対して15.315％（所得税
15％、復興特別所得税0.315％）の率による源泉徴収が行われます。 
なお、元本払戻金（特別分配金）には課税されません。 
個人の受益者の場合は、原則として確定申告は必要ありません。 
※元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、個別元本から元本払戻金（特別分配金）を控除した額が
その後の新たな個別元本となります。 
※税法が改正された場合等においては、上記内容が変更になることがあります。 
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パインブリッジ日本企業外貨建て社債マザーファンド 
運用報告書《第17期》 

 
決算日 2026年3月16日 

(計算期間：2025年9月17日～2026年3月16日) 
 

受益者のみなさまへ 
 

「パインブリッジ日本企業外貨建て社債マザーファンド」は、2026年3月16日に第17期の決算を
行いました。 
以下、法令・諸規則に基づき、当マザーファンドの第17期の運用状況をご報告申し上げます。 
 
当マザーファンドの仕組みは次のとおりです。  

運 用 方 針 

①日系企業（海外子会社等を含みます。）が発行する社債（劣後債等を含みま
す。）を主要投資対象とし、相対的に高水準かつ安定的な利子・配当等収益
（インカム収入）の獲得を図りつつ、中長期的に信託財産の着実な成長を目
指します。 

②外貨建て資産については、原則として為替ヘッジは行いません。 
③資金動向、市況動向、残存信託期間等によっては、上記のような運用ができ
ない場合があります。 

主要運用対象 日系企業（海外子会社等を含みます。）が発行する社債（劣後債等を含みます。）を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 

・株式への投資は、転換社債の転換請求、ならびに転換社債型新株予約権付
社債の新株予約権の行使により取得するものに限り、投資割合は信託財産の
純資産総額の10％以下とします。 

・外貨建て資産への投資割合には、制限を設けません。 
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◆最近5期の運用実績 
 

決  算  期 
基 準 価 額 

債  券 
組入比率 

純資産 
総 額  期 中 

騰落率 

 円 ％ ％ 百万円 

第13期(2024年3月15日) 15,527 4.4 95.6 1,356 

第14期(2024年9月17日) 15,576 0.3 96.2 1,512 

第15期(2025年3月17日) 16,504 6.0 98.3 1,443 

第16期(2025年9月16日) 17,150 3.9 97.3 1,498 

第17期(2026年3月16日) 18,670 8.9 96.4 1,442 
(注) 当ファンドは、適切に比較できる指数がないため、ベンチマーク等はありません。 

 
◆当期中の基準価額と市況等の推移 
 

年  月  日 
基 準 価 額 債  券 

組入比率  騰落率 

(期 首) 円 ％ ％ 

2025年9月16日 17,150 － 97.3 

9月末 17,288 0.8 97.8 

10月末 18,010 5.0 98.3 

11月末 18,380 7.2 97.4 

12月末 18,400 7.3 96.8 

2026年1月末 18,077 5.4 95.8 

2月末 18,504 7.9 96.9 

(期 末)    

2026年3月16日 18,670 8.9 96.4 
(注) 騰落率は期首比です。 
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運用経過 (2025年9月17日～2026年3月16日)  
 
基準価額の推移  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
金利為替市場では、米国金利も米国ドル円も上昇しました。クレジット市場では、日本企業発行
の米国ドル建て社債・劣後債の信用スプレッドは前期末比ではワイド化傾向で推移しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
投資環境は1ページ、運用経過は6ページ、今後の市況見通しと運用方針は6ページをご参照ください。 
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◆1万口(元本10,000円)当たりの費用明細 (2025年9月17日～2026年3月16日) 
 

項  目 
第17期 

(2025.9.17～2026.3.16) 項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

   期中の平均基準価額は18,109円です。 
その他費用 1円 0.007％ その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数 
 (保管費用) （1） （0.007） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の送金・資産の移転に要する費用 
合  計 1円 0.007％  

(注1) 期中の費用(消費税のかかるものは消費税を含む。)は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果で
す。また、各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

(注2) 比率は1万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 

 
◆売買および取引の状況 (2025年9月17日～2026年3月16日) 
 
【公社債】 
 

    買 付 額 売 付 額 

外 
国 

   千米国ドル 千米国ドル 

 ア メ リ カ 特 殊 債 券 － 400 
  社債券(投資法人債券を含む) 1,156 1,801 

(注1) 金額は受渡代金。(経過利子分は含まれていません。) 
(注2) 単位未満は切捨て。 
(注3) 社債券(投資法人債券を含む)には新株予約権付社債(転換社債)は含まれていません。 
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◆主要な売買銘柄 (2025年9月17日～2026年3月16日) 
 
【公社債】 
 

買      付 売      付 

銘     柄 金  額 銘     柄 金  額 

 千円  千円 

CENTRAL NIPPON EXPRESSWY 4.124％ (アメリカ) 119,021 AMERICAN HONDA FINANCE 4.900％ (アメリカ) 116,496 

NTT FINANCE CORP 5.502％ (アメリカ) 32,478 SUMITOMO LIFE INSUR 5.875％ (アメリカ) 40,016 

SUMITOMO MITSUI FINL GRP 5.046％ (アメリカ) 31,474 HONDA MOTOR CO LTD 2.967％ (アメリカ) 36,019 

  JAPAN FIN ORG MUNICIPAL 4.375％ (アメリカ) 31,811 

  SUMITOMO LIFE INSUR 4.000％ (アメリカ) 31,021 

  JPN BANK FOR INT'L COOP 2.875％ (アメリカ) 30,887 

  TOYOTA MOTOR CORP 2.760％ (アメリカ) 30,014 

  NIPPON LIFE INSURANCE 3.400％ (アメリカ) 29,164 
(注1) 金額は受渡代金。(経過利子分は含まれていません。) 
(注2) 単位未満は切捨て。 
(注3) 国内の現先取引によるものは含まれていません。 

 
◆利害関係人との取引状況等 (2025年9月17日～2026年3月16日) 
 
当期における利害関係人との取引はありません。 
※利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 
◆組入資産の明細 (2026年3月16日現在) 
 
【外国(外貨建)公社債(種類別)】 
 

区    分 額面金額 
評  価  額 

組入比率 う ち B B 格 以下組入比率 
残存期間別組入比率 

外貨建金額 邦貨換算金額 5年以上 2年以上 2年未満 

 千米国ドル 千米国ドル 千円 ％ ％ ％ ％ ％ 

ア メ リ カ 8,800 8,715 1,389,529 96.4 － 55.2 23.7 17.4 
(注1) 邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 
(注2) 組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。 
(注3) 額面・評価額の単位未満は切捨て。 
(注4) －印は組入れなし。 
(注5) 評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。 
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【外国(外貨建)公社債(銘柄別)】 
 

種 類 銘 柄 名 利 率 額面金額 
評  価  額 

償還年月日 
外貨建金額 邦貨換算金額 

 (アメリカ) ％ 千米国ドル 千米国ドル 千円  

特 殊 債 券 DEVELOPMENT BK OF JAPAN 4.875 850 875 139,600 2035/01/16 

(除く金融債) JAPAN FIN ORG MUNICIPAL 4.375 700 707 112,801 2030/04/02 

 JPN BANK FOR INT'L COOP 4.625 200 202 32,348 2028/07/19 

 JPN BANK FOR INT'L COOP 2.000 100 93 14,860 2029/10/17 

 JPN BANK FOR INT'L COOP 1.875 450 403 64,382 2031/04/15 

普 通 社 債 券 CENTRAL NIPPON EXPRESSWY 4.124 750 744 118,763 2031/02/25 

(含む投資法人債券) FUKOKU MUTUAL LIFE INSURANCE 6.800 750 794 126,642 － 

 MEIJI YASUDA LIFE INSURANCE 5.800 550 549 87,597 2054/09/11 

 MITSUBISHI UFJ FIN GRP 3.287 700 692 110,350 2027/07/25 

 MITSUI SUMITOMO INSURANCE 4.950 200 200 32,005 － 

 MIZUHO FINANCIAL GROUP 3.170 900 886 141,276 2027/09/11 

 NIPPON LIFE INSURANCE 3.400 100 93 14,974 2050/01/23 

 NIPPON LIFE INSURANCE 6.250 600 623 99,333 2053/09/13 

 NTT FINANCE CORP 4.876 300 302 48,255 2030/07/16 

 NTT FINANCE CORP 5.502 200 203 32,414 2035/07/16 

 SUMITOMO LIFE INSURANCE 4.000 400 395 63,071 2077/09/14 

 SUMITOMO MITSUI FINL GRP 5.046 200 195 31,247 2037/01/15 

 TOYOTA MOTOR CREDIT CORP 3.375 100 96 15,352 2030/04/01 

 TOYOTA MOTOR CREDIT CORP 1.900 750 653 104,249 2031/09/12 

 合   計    1,389,529  
(注1) 邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 
(注2) 額面・評価額の単位未満は切捨て。 
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◆投資信託財産の構成 (2026年3月16日現在) 
 

項    目 
当  期  末 

評 価 額 比 率 
 千円 ％ 

公 社 債 1,389,529 89.0 
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 171,632 11.0 
投 資 信 託 財 産 総 額 1,561,161 100.0 

(注1) 評価額の単位未満は切捨て。 
(注2) 当期末における外貨建て純資産(1,435,875千円)の投資信託財産総額(1,561,161千円)に対する比率は92.0％です。 
(注3) 外貨建て資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、当期末における邦貨換算

レートは、1米国ドル=159.43円、1ユーロ=182.60円です。 
 

◆資産、負債、元本および基準価額の状況 
 

(2026年3月16日現在) 
 

項     目 当  期  末 
   円 
(A) 資 産  1,561,161,590  
 コ ー ル ・ ロ ー ン 等  38,043,232  
 公 社 債 ( 評 価 額 )  1,389,529,553  
 未 収 入 金  122,608,765  
 未 収 利 息  10,796,796  
 前 払 費 用  183,244  
(B) 負 債  119,021,271  
 未 払 金  119,021,271  
(C) 純 資 産 総 額 ( A - B )  1,442,140,319  
 元 本  772,450,762  
 次 期 繰 越 損 益 金  669,689,557  
(D) 受 益 権 総 口 数  772,450,762口 
 1万口当たり基準価額(C/D)  18,670円 

<注記事項> 
期首元本額 873,556,766円 
期中追加設定元本額 18,898,053円 
期中一部解約元本額 120,004,057円 
1口当たり純資産額 1.8670円 
期末における元本の内訳  
パインブリッジ日本企業外貨建て社債ファンド(為替ヘッジあり) 194,485,169円 
パインブリッジ日本企業外貨建て社債ファンド(為替ヘッジなし) 577,965,593円 

◆損益の状況 
 

(2025年9月17日～2026年3月16日) 
 

項     目 当     期 
    円 
(A) 配 当 等 収 益   32,101,698  
 受 取 利 息   32,101,698  
(B) 有 価 証 券 売 買 損 益   94,999,265  
 売 買 益   115,185,738  
 売 買 損  △ 20,186,473  
(C) 信 託 報 酬 等  △ 107,170  
(D) 当期損益金 ( A + B + C )   126,993,793  
(E) 前 期 繰 越 損 益 金   624,589,760  
(F) 追 加 信 託 差 損 益 金   15,901,947  
(G) 解 約 差 損 益 金  △ 97,795,943  
(H) 計 ( D + E + F + G )   669,689,557  
 次 期 繰 越 損 益 金 ( H )   669,689,557  

(注1) (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みま
す。 

(注2) (C)信託報酬等は、外貨建て資産の保管費用等のことです。 
(注3) (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追

加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
(注4) (G)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約

価額を差し引いた差額分をいいます。 

  


